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巻頭言：別冊刊行にあたって
本号別冊は、「山陰地域の若者・教育問題――政策課題と今後の展望――」というテーマの

もと、 3 つの論考を収録している。
山陰における地域づくり・地域再生へ向けた政策研究は、山陰研究センターが推進する地域

研究の中でも重要なテーマのひとつである。『山陰研究』においても毎号のように同テーマを
めぐる論考を掲載し、関連した研究プロジェクトも数多く取り組まれてきた。

本号別冊がテーマとしている「若者・教育問題」は、これまで個別の社会課題としてとらえ
られることが多く、地域再生などと結び付けて議論・分析される機会は極めて少なかった。し
かしながら、例えば山陰地域の人口動態、特に社会動態をみると、就職や大学進学を契機とし
た18～19歳期における大規模な人口の社会減が地域再生にとって極めて大きな意味を持つな
ど、「若者・教育問題」が決して個別の社会問題というだけではなく、地域社会、とくに山陰
地域にとって重大な論点であり政策課題となっているといってよい。

本号別冊に収録されている各論考をご一読いただければ、「若者・教育問題」が地域と関連
した重要な課題となっており、かつ、学問的な蓄積が希薄であったという意味で「盲点」であ
ることが、多面的にお分かりいただけるだろう。

樋田有一郎「人口減少県の高校魅力化から全国の高校の特色化・ 魅力化へ―どのように離
島の高校改革が全国の高校改革に展開したか―」は、海士町を発祥の地として全国的に注目を
集めている「高校魅力化」の経緯をこと細かく記録した貴重な論考である。政策の経緯を詳細
にまとめた資料的価値のみならず、全国的な政策動向へと取り入れられ昇華されていく過程が
綿密に跡付けられている。今後ますます注目を集め、活発化していくであろう「高校魅力化」
に関する研究において、一番に参照されるべき重要な論考といってよい。

宮本恭子「若年介護者（ヤングケアラー）を生まないために ―なぜ、子どもが介護のにない手
になるのか―」においては、著者自身も協力し島根県が実施した大規模なアンケートの調査デー
タから、県内におけるヤングケアラーの実情とそれによる子どもたちへの影響を明らかにしてい
る。さらに、家庭構成をはじめとした社会背景のほか、介護と家族の関係性といった社会構造の
視点も踏まえて、ヤングケアラー問題を立体的に浮かび上がらせる貴重な論考となっている。

原田健太郎「島根県における社会人の学びに関する基礎的研究」は、ますます重要性が高
まっている社会人のリカレント教育を扱った論考である。島根県内の社会人が抱く学びに関す
る意識についての一次データを収集・分析している点でオリジナリティが高く、興味深い調査
結果が報告されている。

本号別冊掲載の各論考の問題提起を基礎に、地域と若者・教育問題とのつながりを意識した
多様で学際的な研究が展開されていくことを期待したい。

なお、すでにこれまでも本誌において「若者・教育」という重要な研究視角に基づいて、例
えば、「シンポジウム記録 -『地方創生』再考：島根のこれからを考えるための新たな視点」

（『山陰研究』11巻、2018年12月、pp.115－166）などで問題提起してきた。ぜひ本号別冊とあわ
せてご参照願いたい。
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